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1年 内容の大体を捉える

2年 順序立てて考える

3年 比較する 中心を捉えて考える

4年 関連付ける 中心を明確にして考える

5年 多面的・多角的に考える

6年 根拠を基に考える
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１ 実践の目的



教科等横断的な学習

資質・能力の発揮を促す教科等横断的な単元づくり

「単元配列表」
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児童の意識の変化

1授業では，自分からよく考える。

2ペア学習やグループ学習では，自分から進んで話をする。

3
自分は，友だちの話を「どんな考えかな」「言いたいことは何かな」などという気持ち
でよく聴き，考えている。

4クラスのみんなで学ぶのが楽しい。

5クラスの人は、自分の話を，うなずいたりつぶやいたりしながら真剣に聴いてくれる。

6自分は考えを発表してよかったと思うときがある。

7先生は，自分のがんばりを認めてくれる。

8自分は，クラスの人の役に立っていると感じる。

9自分にはよいところがある。

10
授業に，「やってみたい」「どうして」「話し合ってみたい」などという手ごたえを感
じて取り組んでいる。

11
授業では，友だちといっしょに考えたり話し合ったりして，「なるほど」「すごいな」
「おかげで分かった・考えが深まった」などという手ごたえを感じる。

12
授業の終わりに，「分かった」「できた」「考えが深まった」「学んだことが使える・
役に立つ」「またやってみたい」「次は○○について考えたい」などという手ごたえを
感じる。

３ 実践の成果

64%

４月



３ 実践の成果

領域
2020年度
第４学年

2021年度
第５学年

領域
2020年度
第３学年

2021年度
第４学年

二
〇
一
七
年
度

入
学
生

第１部
生命

105 108

二
〇
一
八
年
度

入
学
生

第１部
生命

110 114

第２部
地球

102 104
第２部
地球

115 109

第３部
エネルギー

106 ９８ 第３部
エネルギー

108 118

第４部
物質

109 111
第４部
物質

110 114
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